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ttさせて頂きます 大変光栄と感■ll中し 1げると同時に 会員の皆

lleのご指2tlとご協力をおlltい中し上げます

木学会は充足以来順調に発展してきており 直近の学会員数は

5000名 に達し この数年の学術総会参加人数は4000名 前後 応募

演題数は500題を超えています 本学会の主旨|まクリティカルバス

を共艦として医療の■を向 Lさせるためのあらゆる1ズリ組みを会

員の皆様が相■:に,`表し 学習していただくことにあると考えてい

ます またその内容も クリティカルバスを中心として医療安全 院

内ま染対策 臨床指標 lL域医療連携 思者満足度向 :人 材育成 医

l・経■というようにllめて多岐にわたります

2008年度からは 昨年改正された医療法のもと 4埃病5事業を

核としたlrたな地域匡渋副両が施行され ,定 検診 後期高齢者医

療保険の新設 保FF者のIt合等々 これまでになかった医療の仕Il

みが,1始されようとしています。しかしながら それに対応すべき

=痺 のIl場は 病院における医lT看 護師のlF在あるいは絶対数の

不足によi,て,り`をきたし 医療崩壊なる言葉さえIl実のものにな

りつつあります

第10回日本医療マネジメント学会

学術総会会長 稲 垣 春 夫
(トヨタ記念病院 病 院長)

このたび2008年6月 20日(金)21日(t)

の2日間にわたり 第10回日本医療マネシ

メント学会学術給会を名古屋市において開

第 10回日本医療マネジメント学会学術総会は 「安全 安,い信頼

の医療 ～未来につづく地域医療連携～Jをテーマとしています.本

学術総会において■療に携わるすべての人たちが 生 に会し お互

いの抱える問題を学習することが このような14■状上から日本の

医療界を抜け出させる一助となることを会長として脚1待し たくさ

んの方々のご参加 ご発表をお願い致します

テ ー  マ :安全 安,い信類の医療～未来につづく地域L療 連携ヽ

会   l t 1  2 0 0 8年 6月 2 0回(金) 2 1口 ( 1 1 )

会   場 :名古屋F際 会計場

(〒1560036,知 県名古F■li熱1柩 熱Jttl11 l TEL 052 688 7711)

後   援 1愛知県=I市会/,知 県病1院協会/,知 県看誕ll会`

,知 県病院疼剤1市会

演題登録受付期間 12008年1月10日(ホト 2月21H(ホ )午前l l ll※予定

事前参加登録受付期間:2008年 1月7日(月) 5ヽ月 11(木 )当 111,有効
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プログラム(予定)

0基 調講演  日 本`療 マネジメント学会理+長  宮 |“ 久 美

0会 長講演       ト コタ.E念病院病院長 lDIH 春 夫

● 特別講演
|これからの医療件1■のあり方J帳 題)   厚 生労llll省

0招 待講演
11ホ スピスケアとユーモアJ

全城学FE大学学長 柚 木 哲 夫

21ト ヨタウェイートヨタ生産方式の本質と進化(深化)一J(ll題)

トヨタ自Il車株式会社技監 林  南 八

31看 謹 介 護の現場におけるバー トナーロボット活用の

未来(市民公開識座)“ 題)

トコタ自動車II式会劇ハートナーロボット調発部部長 高 木 宗 谷

0シ ンポジウム

lH二療安全J
21地 域医療連携クリティカルバス|

3 1DPCJ

4「地域連携ネットフークJ
5「マネジメント人材育成と広荻の質J

6「予防医療と医rFl●JイLl

7「ガン治療連掏

● パネルディスカッション

l「電子化とクリティカルバスJ(仮旭)

2「未来につづく地域に症辿携J(仮旭)

● クリティカルバス教育セミナー

1「クリティカルバスの作成と進イロ (lF延)

2「クリティカルバスの院内普及J(lF■ )

3「クリティカルバスと記興 看護記録)J(lF延)

0フ リートークセッション
「日本語を使った看i笙J餃 題)

0-般 演題(口演 ポ スター)×公タ

●クリティカルバス展示 ×公メ

0ラ ンチョンセミナー


